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１． 研究課題

地球温暖化対策に関しては、IPCC（国連気候変動に関する政府間パネル）の第 5 次報告書に

述べられているように省エネルギーなどの緩和策に加えて温暖化に適応する対策も行うこと

が重要である。適応可能な環境手法に関して人体側の知見を整理する必要がある。環境適応

策を検討するために住宅・建築環境における快適性・知的生産性評価に関する研究を行う。こ

れまでの長期大型プロジェクトで申請者は「室内空気質と熱的快適性に関する研究」として

シックハウス・シックビル問題、東日本大震災後の節電環境下の室内環境に関する研究、病院

における感染制御などに関する研究を行って来た。これらの研究にウエルネスという視点を

新たに加え展開する。例えば、オフィスでは知識創造活動が行われており、ワーカーの知的生

産性を低下させることなく、建築物の低炭素化を実現する手法を開発することが望まれる。

快適性・健康性の低減要素だけではなく、健康を増進させる住宅や建築のウエルネスに関す

る提案を行うことを目的とする。これらの研究は、社会的意義が大変高いと考えている。実際

のオフィスに関する調査を行う。

２． 主な研究成果

１）人体体温調節モデルに関する研究

２）放射空調の快適性に関する研究

３）ウエルネスオフィスに実測調査

４）ABW(Activity Based Working)に関する研究
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５． 研究活動の課題と展望

１）ESG 投資が加速している

２）JST 未来社会創造事業を受託した



３）科学研究費基盤研究（A）に採択された

４）エネルギー工学、機械分野、電気分野などの領域を含み極めて学際的な研究を行った

５）世界空調会議に（CLIMA2019）に参加し基調講演・論文発表などを行った

６）新型コロナウイルス感染症に関して、社会変革を踏まえて研究を行う

2017 年度に開始したプロジェクトであるが、順調に進行している。


